































編集者を記しているが、 5号（1925年 6月）と 6号（1925年7月）、 7号
(1925年 8月）には、 DerSturm （ベルリン）、 DasWerk （チュー リッヒ）、
L’々併rtmoderne （パリ）などとともに、セルピアの前衛雑誌 Zenitを挙げてい







されている。（参照 Zeniti avangarda 20・ihgodina, Beograd, Narodni muzej i 






の合併号である。“Mavo.Tokio Belle revue japonaise. Nous regrettons que nous ne 
































































































































に掲載された橋本健吉の「53のワルツ」（『マヴォ』、 1925年、 6号、 13頁）に
は、四行にわたってアラビア数字が羅列してあるし、ポリャンスキーの「シン
グ、シング、ヒマラヤに跨ってJ（“Sing-Sing jasemo Himalaju", Panika pod 














































（『新編中原中也』、 4巻、 2003年、 139-153頁）で唱える「名辞以前」の概念、
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＊討議要旨
坪井秀人氏は、視覚性（ヴイジ‘ユアリティ）の話に関連して、触覚主義・触覚性など、視覚からは
み出すものに日本の初期のモダニズムの関心があると思うが、「ZenitJという雑誌にもそういう性格
があるのか、と尋ね、発表者は、同じ傾向はみられるが、マヴォの視覚主義・触覚主義はずっと過激
的であり、雑誌の表紙に女性の髪や火薬をコラージ．ユしたり、本文の台紙として新聞紙を用いるなど
実験的なものはセルピアのZenitには見られない、と答えた。
さらに坪井氏は、複数言語主義について、旧ユーゴスラピアという地理的な問題もあるのか、と尋
ね、発表者は、もちろんあると思うが、同時代の「SvedocanstvaJ(1924～1925）や「Putevi」(1922～
1924）というセルピアの重要なアヴァンギャルド誌には複数言語主義は見られない。理由の 1つは、
ミツイツチやイヴァン・ゴルら編集者が、いずれも複数のヨーロ ッパ言語、スラヴの言語に通じてお
り、また各国の芸術家たちと広い交遊友関係をもっていたという事情があるだろう、と答えた。
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